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研究の概要： 
 ネットワークを利用して、法学理論教育と実務技能教育の統合環境を構築すること。そのた
め、理論教育のために投票による評価システムを、実務技能教育のために映像記録システム、
記録映像分析・共有システムを開発した。 
 
 
研究分野／科研費の分科・細目／キーワード： 
 
 法学教育／学術創成研究／法学教育／コンピュータ／ＩＴ／ロースクール／実務技能／同輩
評価／シラバスシステム 
 
１．研究開始当初の背景 
 法学理論教育においては、講義という一方
向的情報伝達が主流で、学生の能動的学習環
境が貧弱であった。実務技能教育は、大学で
はまったく行われていなかった。 
 法学部卒業生のほとんどが法律家になら
ない時代はそれで事足りたが、法科大学院の
発足に伴い、教育の質的向上が強く求められ
るようになった。 
 
２．研究の目的 
専門家養成用の高度な学習環境を開発す
ること。そのために、理論教育においては、
学生全員が能動的に授業に参加し、その成果
を公平に判定できるツールを、実務技能教育
においては、尋問等の実習を行っている学生
のパフォーマンスを記録・分析し、その結果
をもとに指導をおこなったり教材を作成・共
有したりするためのツール開発すること。 
 
３．研究の方法 
 理論教育においては、学生全員が毎回法的
文書を書いて、それを相互に評価するシステ
ムを開発した。 
 実務技能教育においては、その困難さは、
実務技能の多面性、記述困難性にあるとの認
識から、法廷場面を多角的にかつ忠実に記録
するシステムを開発し、さらに、その分析を

効率的に行うためにインターネット上で記
録映像を共有し、その映像にコメントを加え
ることのできるシステムを開発した。 
 そして、両システムともに、実際の授業で
運用しながら改良を加えていった。 
 
４．研究の主な成果 
 法学教育を行う統合環境の土台となる NLS
シラバスシステムを開発した。これは、シラ
バスの電子化とネットワークを通じた利用
を基本とし、さらに教材配布、提出機能、掲
示板機能などを持たせたものである。 
 法学理論教育のツールとしては、
APRS(Anonymous Peer Review System)を開発
した(最終的に上記 NLS シラバスシステムの
中に統合された)。これは、学生が提出した
レポートを匿名で提出したレポートに、学生
が投票して優れたものを選ぶことによって
順位を付けることを可能にするツールであ
る。優れたレポートを書いたかどうかだけで
はなく、優れたレポートに投票したかも判定
できる。つまり、レポートを書く能力と読む
能力の両方が評価されることになる。また、
学生は、投票するために、他の学生が書いた
レポートを必然的に読むことになる(模範答
案を示すだけでは読まない学生が少なくな
い)。これは、自分と違う考え方に触れ、学
ぶ機会になり、学生の能力向上に役立ってい  
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〔４．研究の主な成果（続き）〕 
る。また、学生の相互評価を利用することに
より、教員がレポートの評価をする負担を軽
減することができる。もちろん、授業の中で
教員が一定の方向付けをすることができる
し、レポートに対してコメントを付けること
もできる。 
 実務技能教育のためには、次の二つのシス
テムを開発した。 
１ 法廷実技の収録のためのシステム、DRS
（Digital Recording Studio）を開発した。
このシステムは法廷に 4個のカメラを設置し、
裁判官、原告、被告、証人の映像を独立にと
らえ、再生時には音声追尾形式で、話者の映
像を負うことができるほか、話者以外のパフ
ォーマンスも任意に画像を切り替え表示す
ることが可能なシステムである。また、この
システムでは、録画時に人の場所にインデッ
クスを付すことが可能になっており、模擬裁
判のパフォーマンスが終わった直後に、必要
な箇所を再生し、適切な指導をなすことが可
能となっている。 
 
２ 映像分析システム（Streaming Indexing 
and Commenting System）を開発した。この
システムは、DRS 等で撮影した映像をインタ
ーネット上で共有し、オンデマンドで映像を
提供するほか、視聴中の映像の任意の箇所に
文字でのコメントが書き込める形になって
おり、単に映像を共有するだけではなく、そ
の映像の持つ意義等も文字情報として共有
することが可能となっている。また、コメン
トの付された場所は、そのままインデックス
としても機能し、コメント付された場面から
視聴するなど、分析の効率化にも視するシス
テムとなっている。 
 

 
５．得られた成果の世界・日本における位置
づけとインパクト 
 
 ネットワークを利用した法学教育統合環
境は、法学教育先進国のアメリカでもなかっ
たものであり、全米法廷技術研修所（NITA）
をはじめ、多くの機関、国から視察を受けた。 
 日本においては、NLS シラバスシステムを
採用したいという大学がいくつもある。また、
STICS を利用した教材開発には、14 法科大学
院の協力体制ができており、さらに拡大の方
向である。 
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